
【令和５年度鳥取県内の NPO法人に関するアンケート調査 実施報告書】 

 

回答数：６５件 

対象：鳥取県内の NPO法人 

実施期間：令和５年７月１０日（月）～令和６年２月２２日（木） 

実施方法：鳥取県内の NPO 法人に調査票を送付した。また、とっとり県民活動活性化センターの HP

にウェブフォームを開設、センター職員が NPO法人訪問時に調査協力依頼した。 

実施主体：とっとり県民活動活性化センター 

 

 

調査概要 

・鳥取県内の NPO法人２９９団体のうち、６５団体（２１．７％）から回答を得た。 

・１５％の団体は役員再任の変更登記をしていなかった。 

・３３％の団体は直近３年以内に全国規模の補助金等を獲得している。 

・法人運営上の問題点としては、「特定の個人に責任や作業が集中する」「活動資金の不足」「役員や

職員が不足している」が上位であった。 

・参加してみたい研修については、「経理事務・決算事務」「補助金等申請書の作成ポイント」「資金

調達」が上位となった。 

・当センターの事業について、ご存じの事業・活用された事業を伺ったところ「中国ろうきん寄付シ

ステム」「助成金合同説明会」「とりぎん青い鳥基金」等、寄付、助成金関係が最も多く、次いで「専

門家派遣」「事務力セミナー」であった。 

・アンケートの回答方法の希望については、「Googleフォーム」が５０％、次いで「e-mail」が２５％

であった。 

 

 

 

 

１． 回答数 

６５件の回答が寄せられた。 

 

 

２． 活動地域（件数） 

鳥取県東部 32 

鳥取県中部 10 

鳥取県西部 23 

Ｎ＝ 65 

 

 

 



３． 回答内容 

（１） 役員の任期満了等に伴う変更手続きの際、再任の場合も法務局への変更登記をされています

か。 

ア，はい 54（83％） 

イ，いいえ 10（15％） 

ウ、無回答 1（2％） 

Ｎ＝ 65 

 

 

（２） あなたの団体は収益事業をされていますか。 

 

ア，はい 39（60％） 

イ，いいえ 25（38％） 

ウ、無回答 1（2％） 

Ｎ＝ 65 

 

 

 

 

 

ア,はい

83%

イいいえ

15%

ウ無回答

2%

ア，はい

60%

イ，いいえ

38%

ウ，無回答

2%



（３） 前の質問で「いいえ」と回答された方にお尋ねします。各種法人税の減免申請はされていま

すか。 

  

ア，はい 34 

イ，いいえ 4 

Ｎ＝ 38 

 

（４） 過去に活用したことのある全国規模の補助金等があればご記入ください（直近３年）。 

・子どもゆめ基金助成活動、2019年度、28万円 

・公益財団法人 JKA補助事業、2020年度、55万円 

・新型コロナウイルス対応緊急支援助成 (JANPIA)、2020年度、250万円・ 

・年賀寄附金による社会貢献事業助成 (日本郵便株式会社)、2019年度、450万円 

・生き生きチャレンジ 2018 (読売光と愛の事業団)、2018年度、54万円 

・情報労連「愛の基金」からの助成金、２０２０年度、１５万円 

・中国５県休眠預金等活用事業「２０２０新型コロナウイルス対応緊急助成事業」,2020年度実施,196万円 

・PanasonicNPO/NGOサポートファンド forSDGs,2019年募集,91万円 

・トヨタ財団国内助成プログラム<政策・提言助成>,2018年募集,403万円 

・JANPIA、2020年度、3年間 900万 

・NHK歳末たすけあい、2021年度、33万 

・大同生命厚生財団、2022年度、20万 

・本部：日本財団 2023年度 生活困窮世帯のための動物問題ホットラインの運営 

・本部：休眠預金活用事業 2023年度 新型コロナウイルス緊急支援事業 2022「生活困窮者や社会的孤立者

への支援」 

・本部：WAM助成 2022年度 地域連携活動支援事業 

・中国 5県新型コロナ対応支援、2020年、1,944,900円 

・ＴＯＴＯ 

・子どもゆめ基金、2023年度、211,000円 

・中国 5県新型コロナ対応緊急支援助成、2020年度、1,800,000円 

・日本郵便 年賀寄附金配分、2019年度、400,000円 

・休眠預金（REEP共創基金：2021年度、2022年度）パブリックリソース財団コロナ助成金、2020年度） 

・日本財団、R4年、車両購入 

・日本財団✕鳥取県プロジェクト 2016年度 

・中央競馬馬主社会福祉財団 

・（公財）日本理学療法士会助成事業 

・中央競馬馬主社会福祉財団助成事業 



・多面的補助金 

・日本財団人材育成補助金 

・国交省：空き家対策モデル事業 2023年度 500万円 

・国交省：空き家対策の担い手強化連携モデル事業 2020年度 500万円 

・総務省：関係人口創出事業モデル事業 2019年度 300万円 

・中国ろうきん寄付システム 2021年度 5万円 

・地球環境基金 2019～2021年 

・独立行政法人 国際交流基金 令和 4年度舞台芸術国際共同制作事業 3,978千円 

・文化庁 文化芸術振興費補助金 令和 3年度 6,000千円 

・文化庁 障害者による文化芸術活動推進事業 令和 5年度 12,740千円 

・労金 5万円 2023年度 

・赤い羽根共同募金 50万円 2022年度 

・あうなろ福祉財団 100万円 2021年度 

・NHK歳末助け合い助成金 2023年 20万円 

・公益社団法人 24時間テレビチャリティー委員会 2019年 

・NHK歳末助け合い助成金 2018年 15万円 

 

 

（５） 過去に申請したが採択されなかった全国規模の補助金等があればご記入ください（直近３年）。 

・文化芸術による子供育成総合事業、令和 1～4年度、4回連続不採択 

・文化庁巡回公演、令和 30年度 

・24時間テレビ、丸紅、あいおい損保 

・中央競馬馬主社会福祉財団 助成事業 

・あいおいニッセイ同和損保 助成プログラム 

・公益財団法人 JKA 新型コロナウイルス感染症の感染予防・拡大防止のための物資の整備事業の緊急支

援 

・日本財団助成金（通常応募）2022年募集 

・PanasonicNPO/NGOサポートファンド forSDGs,2021年募集 

・セブンイレブン記念財団,2021年募集 

・はるやま財団 

・みすぼ福祉助成財団 

・日本郵便年賀寄付金配分 

・赤い羽根共同募金 

・ヤマト財団法人助成金 

・本部：WAM助成 

・全労済 



・キリン、丸紅 

・J-Coin募金、2020年度 

・公益財団法人中央競馬馬主社会福祉財団 

・丸紅基金 

・24時間テレビ 

・あいおいニッセイ同和損保助成プログラム 

・日本財団車両補助金 

・国交省：住宅市場を活用した空き家対策モデル事業 2021年度 

・中国 5県休眠預金等活用コンソーシアム 

・文化庁 文化芸術による子供育成推進事業 2024年度 

・郵政年賀寄付金 車両 2022年度 

・丸紅基金 200万円 2022年度 

・みずほ福祉財団 100万円 2022年度 

・丸紅基金 

・全日本自動車産業労働組合連合会 

 

 

（６） 過去に補助金申請を検討したが申請を止められた方にその理由をお尋ねします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

5

16

7

11

エ，その他

ウ，補助金の使用使途が合わなかった

イ，申請書の作成が難しかった

ア，申請の提出期限に間に合わなかった



（７） あなたの法人運営上の課題についてお尋ねします（複数回答可）。 

 

 

 

（８） 参加してみたい研修はありますか（複数回答可）。 

 

 

（９） 研修の参加方法についてご希望されるものを教えてください（複数回答可）。 

1

1

1

1

1

9

4

11

11

25

23

21

3

5

29

25

15

33

26

特にない

災害時対応等のマニュアル作成

会員を増やす

受託事業における単価の問題

行政の活動に対する評価が低い

セ，自分達の活動をPRする方法がわからない

ス，他の団地との連携がうまくいかない

シ，運営方法等の相談ができる相談者がいない

サ，活動の評価・見直し・改善が出来ていない

コ，ITスキルが不足している

ケ，労務の知識が不足している

ク，会計（決算書類作成を含む）の知識不足

キ，所轄庁をはじめ、様々な手続きがよくわからない

カ，活動場所、事務所の確保が難しい

オ，活動資金の不足

エ，後継者が育たない、いない

ウ，参加してくれるボランティアが不足している

イ，特定の個人に責任や作業が集中する

ア，役員や職員が不足している

1

1

1

1

1

16

21

20

17

3

17

24

0 5 10 15 20 25 30

NPOに係る法律などの改正

事業開発やビジネスモデルについて学べる場所

税務

人材育成、電子帳簿保存法対策

行政の活動に対する評価が低い

キ、ウェブ等の活用

カ，補助金等申請書の作成ポイント

オ.資金調達

エ，団体運営

ウ，所轄庁の手続き

イ，労務

ア，経理事務・決算事務



 
 

（１０）過去にセンター行った主な事業の一覧です。ご存じの事業（名称を聞かれたことがある）、

また、実際に活用された事業を教えてください（複数回答可）。 

 

 

 

 

 

 

1

17

18

18

29

29

一方通行の座学であればオンライン

オ，会場とオンラインでのハイブリッド開催

エ，オンラインでの個別（少数）開催

ウ，オンラインでの集合開催

イ，対面での個別（少数）開催

ア，会場での集合開催

19

26

35

29

15

18

16

9

15

15

14

31

6

15

19

10

18

9

21

22

18

27

17

27

ネ，中国５県休眠預金等活用事業

ヌ，あいおいニッセイ同和損保助成プログラム

二，中国ろうきん寄付システム

ナ，とりぎん青い鳥基金

ト，ごうぎんSDGｓ私募債

テ，明治ホールディングス「お菓子寄贈」

ツ，とっとりイーパーツリユースPC寄贈

チ，47コロナ基金とっとりつながる助成

タ，とっとり世界子どもの日寄付キャンペーン

ソ，とっとりSDGｓ推進補助金

セ，助成金合同説明会（You Tube 配信

ス，助成金合同説明会（鳥取県、日本財団他）

シ，とっとりSDGｓ伝道師派遣

サ，とっとりSDGｓパートナー制度

コ，とっとりSDGｓプラットフォーム

ケ，若者向け地域課題ワークショップ

ク，夏のボランティア体験

キ，おためしプロボノ（大学生版）

カ，とっとりプロボノプロジェクト

オ，相談窓口での相談（随時、来所・電話等）

エ，専門家個別無料相談会（セミナー同時開催）

ウ，事務力セミナー

イ.非営利組織基盤強化支援

ア，専門家派遣



（１１）アンケートの回答方法について、希望されるものを教えてください。 

  

 

 

 

（１２）センターへのご意見、ご要望 

・NPO法人スタッフの人件費を無視した助成金が多いが、ボランティア活動では、継続した活動が行えないのは

分かり切ったことである。過剰な人件費は必要ないが、最低賃金程度の人件費は認めるべきではないか。 

・いつも大変お世話になっております！ 

・日頃より大変お世話になっております。 

貴センターにおかれましては、解りやすい情報発信やサポート体制を継続的に提供しておられ、当団体の組織

運営や資金調達の情報源として大いに活用させていただいております。 

今後とも引き続きご支援を賜りますよう、宜しくお願いいたします。 

・所轄庁等への手続きで、変更になった場合、特殊な手続きが必要な場合のお知らせがあると有難いです。 

・いくつもの課題があるなかで内部の改善等で解消すべきもの、外部の力で解消した方が良いものがあるように

感じています。今後ともいろいろと相談にのっていただけますとありがたいです。 

・色々と教えて頂きたいです（活動全体で悩みが多くあります）。 

・昨年、事務力アップの集合形式セミナーに参加したが、内容が多すぎて浅くしか紹介されず、あまり役に立たな

かった。期待外れだった。 

・本日(8/3)の勉強会、大変お世話になりました。今後ともお世話になりますが、どうぞよろしくお願い致します。 

・助成金情報をたくさん欲しい。 

・中国 5県休眠預金に申請をしてみたい 

・７．「過去に補助金申請を検討したが申請を止められた方にお尋ねします」の質問ですが、申請の検討を問わ

れた質問はなかったのですが、いきなりこの問いは一足飛びのような気がします。この質問でとわれている者に

該当するのかよくわかりませんでした。 

ア，e-mail

25%

イ，Google

フォーム

50%

ウ，FAX

12%

エ，郵送

13%



・設立時から大変お世話になっており、御礼申し上げます。こちらの必要な時だけ相談させていただいており申し

訳ありません。ウェブでの会議が定着し、直接お会いする機会がなくなりましたので、年に一回くらいは角団体を

訪問いただき、情報交換させていただければ幸いです。 

・回答遅れて申し訳ありませんでした。一般社団法人がどのくらい増えているのかが個人的には気になります。

小さなエリアなので、その辺の方々とも情報交換はできると良いかなと。大学生のプログラムは県のプログラムも

あるので連携して、大学への周知などができるとよいと考えております。 

・非営利事業の法人（NPO以外も含む）と営利法人の連携事業推進 

・非営利活動団体のネットワーク化を更に期待します 

・お世話になっています。いつも支えて頂き感謝しています！！ 

・農業を取り入れるための専門家派遣を希望 

・いつもお世話になっております。色々なサポートが得られて大変助かっております。 

・いつもお世話になります。 

・色々な情報等ありがとうございます。 

 


